
       

日
本
政
府
は
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
再
稼
働
さ
せ
た
。
こ
の

米
軍
基
地
建
設
に
反
対
す
る
抗
議
行
動
に
絡
ん
で
昨
年
の
10
月

17
日
、
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
山
城
博
治
議
長
（
64
歳
）

が
、
刑
事
拘
束
さ
れ
、
勾
留
は
１
３
０
日
（
２
月
23
日
時
点
）
と

な
っ
た
。
山
城
さ
ん
の
ほ
か
に
も
二
名
が
起
訴
、
勾
留
さ
れ
た
ま

ま
だ
。
こ
の
長
引
く
身
柄
拘
束
に
、
刑
事
法
学
者
、
国
際
人
権
団

体
ら
か
ら
「
不
当
に
長
い
」、「
政
治
弾
圧
だ
」
と
い
う
訴
え
、
早

期
釈
放
を
求
め
る
行
動
が
国
内
外
で
広
が
っ
て
き
た
。
刑
事
法
研

究
者
64
人
は
、
声
明
で
「
事
件
は
民
意
を
示
す
活
動
中
に
偶
然
発

生
し
、
違
法
性
は
低
い
。
証
拠
隠
滅
の
恐
れ
も
な
く
勾
留
は
不
当

だ
。
解
放
せ
よ
」
と
即
釈
放
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
76
ヵ
国
の
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｆ
ｏ
Ｅ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
も

声
明
で
「
強
硬
な
基
地
建
設
は
環
境
破
壊
、
人
権
侵
害
、
民
主
主 

 

 

      

義
の
破
壊
だ
。
勾
留
に
深
い
懸
念
を
抱
く
」
と
続
く
。 

 

２
０
１
０
年
本
誌
５
月
号
で
「
沖
縄
に
基
地
は
い
ら
な
い
」
特

集
で
は
安
次
富
浩
さ
ん
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
平
和
を

脅
か
す
在
日
米
軍
基
地
は
い
ら
な
い
。
辺
野
古
新
基
地
建
設
計
画

を
撤
回
し
、
普
天
間
基
地
を
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
持
っ
て
帰
れ
と
要

求
し
て
い
る
の
で
す
」
と
。
ま
さ
に
こ
の
一
言
に
尽
き
る
の
だ
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
「
狂
犬
」
マ
テ
ィ
ス
新
国
防
長
官
が
来
日

し
、
米
軍
基
地
の
辺
野
古
建
設
を
促
し
、
即
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

時
を
同
じ
く
し
翁
長
雄
志
沖
縄
知
事
が
渡
米
し
沖
縄
県
民
の
「
辺

野
古
基
地
建
設
は
絶
対
さ
せ
な
い
」
と
県
民
の
総
意
を
伝
え
た
。

し
か
し
ど
う
だ
ろ
う
。
２
月
20
日
最
高
裁
は
、
山
城
さ
ん
の
保
釈

を
認
め
な
い
こ
と
を
確
定
し
た
。
こ
の
司
法
判
断
に
抗
議
し
、
あ

き
ら
め
る
こ
と
の
な
い
意
志
を
私
た
ち
も
行
動
で
示
す
と
き
だ
。 

 

ひ
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